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留学生の声 
  

塾内在籍高校・学年（派遣時） 慶應義塾女子高等学校 2 年 
留学先高校名 Deerfield Academy 
留学期間 2015 年 9 月から 2016 年 6 月まで 

 

どのようなことを期待して渡航しましたか？ 

質の高い授業、充実した施設はもちろん、世界中から集まる優秀な仲間に出会えることを期待して渡米し

ました。ボーディングスクールで様々なバックグランドを持つ仲間と共に生活し、勉強することで日本で

もオーストラリアでも経験できないことを体験したいと思いました。  
留学を振り返って 

毎日がとても充実していて、大変満足した留学生活を送ることができました。 良かった点のひとつは、ど

の先生方も大変優秀で、非常に質の高い授業を受けることができたことです。専門知識は言うまでもな

く、さらに様々な方面の知識が豊富で、ちょっとした日常会話の中にも私には学ぶことがたくさんありま

した。食事の際のたわいもない話でさえも大変興味深いものでした。また、先生方は授業を教える先生で

ありながら、role model のような存在でもありました。多くの生徒が親元を離れて暮らしていますが、相

談事や心配事は先生が常に親身になって聞いてくださいました。ほとんどの先生がキャンパス内の敷地に

住んでいらっしゃるので、私たちを家に招いて手料理をご馳走してくださることも度々ありました。世界

各国から高い志を持った生徒が非常に多く、想像していた以上にみな優秀でした。考え方、習慣、才能も

それぞれ異なる友人とともに生活し、勉強できたことで、自分自身も大きく成長できたと思います。 強い

て悪い点を述べるとしたら、キャンパスの外に出ることができる学校開催の週末のアクティビティーが少

なかったことです。ボストンやニューヨークへ行くことができる学校からのバスが月１回ほど出ていた

ら、とてもいい気晴らしになったのではないかと思います。 でも実際は、週末もスポーツの試合や勉強で

非常に忙しかったので、そのような機会があっても活用することができたかは疑問です。 
課外活動は何をしていましたか？  

秋は 3 軍のフィールドホッケー、冬は 1 軍の水泳、春は 1 軍の水球のチームに参加しました。フィールド

ホッケーは初心者でしたが、コーチが一から丁寧に教えてくださいました。9 年生から 11 年生までの幅

広い年代のチームメイトとともにスポーツをすることで、すぐにたくさんの友達ができました。毎日の練

習に加え、毎週水曜日と土曜日には試合があり、他の学校へ遠征して対戦することもありました。チーム

は全勝という素晴らしい結果を残してシーズンを終えることができました。 冬の水泳は 1 軍チームだっ

たので、とても大変でした。Deerfield の水泳チームは大変強く、毎日２時間半の練習がありました。男

子のチームとプールを分けていたので、夕食を食べるのが８時以降になってしまい、その後に勉強すると

いう毎日でした。シーズンを締めくくる New Englands という試合では、17 年ぶりに優勝を収めること

ができました。その試合では私も決勝に出場させていただき、チームに貢献することができました。 春の

水球は、メンバーのほとんどが冬の水泳のチームメイトだったので、とても楽しくプレイすることができ

ました。試合に出ることができるのは 24 人のメンバー内でたった 6 人でしたが、シーズン中旬頃には私

も試合に出場できるようなりました。New Englands 出場というチームの目標を果たし、最終的にはその

試合で 4 位という好成績を収めることができました。 春には水球に加えて、ボランティア活動として学

校の先生の子供達に水泳指導をしました 。生徒の中には水に入るのを怖がっていた子もいました。レッス

ンを重ねることによって彼女が自分からプールに入ることができるようになった時は、本当に嬉しかった

です。 生徒たちがプール以外の食堂や校庭などで私を見つけ、大きな声で呼んでくれたりすると、小さな

姉妹ができたようで心地よい気持ちになりました。  

短期・長期休暇について 

Thanksgiving Vacation はニューヨークに自宅がある学校の友人宅にお世話になりました。家族の一員の

ように私を迎えていただき、初めてアメリカの伝統的な Thanksgiving の食事を御馳走になりました。 冬
休みはまた友人宅にお世話になりました。ちょうどクリスマス時期であったので、多くの親戚の方が家に
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集まり、毎晩豪華なクリスマスパーティーがありました。クリスマスプレゼントにくるみ割り人形のバレ

エのチケットをいただき、家族みんなでニューヨークへ見に行きました。 Long Winter Weekend には水

泳の 1 軍チームの合宿がありました。休み中は学校の寮を出ないといけないので学校のすぐ近くの小さな

ホテルにチームで宿泊し、朝晩の水泳の練習に励みました。練習の合間時間には、近くのショッピングセ

ンターに友達と買い物に行ったりしました。夕食は基本的には外食だったため、みんなで近くにスパゲテ

ィーやピザを食べに出かけました。 春休みはボストン三田会でご紹介いただいたホストファミリーにお世

話になりました。 最初の 1 週間はボストン市内から電車で 25 分ぐらいのご夫妻の家に滞在させていただ

きました。ボストン中心部まで近く、交通の便も非常によかったので、毎日のようにボストン観光に出か

けることができました。ご夫妻は日本食が大変好きだったため、私は親子丼などの日本食を作って御馳走

しました。また、最後の晩はご夫妻のお友達を招いての Japanese Dinner Party だったので、私はお好み

焼きを、そして夫妻が茶碗蒸しと焼き鳥を作りました。 次の一週間はニューヨークのホストファミリーに

お世話になりました。家にはご家族の他、お手伝いやベビーシッターが何人もいて、夕食はみんなで食べ

るので非常に賑やかでした。またご主人が経営するマンハッタンの弁護士事務所に私を招いてくださり、

そちらで働いていらっしゃる弁護士の方からいろいろなお話を聞く機会もありました。大学進学で法学部

も考えている私にとって、とても刺激的な体験でした。  
授業について 

授業の進め方・内容・レベルについて、日本の在籍高校との違いを教えてください。一クラスの人数は１

０人くらいで、すべての授業がディスカッション形式です。次の授業の予習が宿題となります。宿題で勉

強してきたことを授業で確認してさらに理解を深めます。授業スピードはどのクラスもとても早いで

す。 American Nature の授業では毎日の宿題で文庫本を 40 ページほど読んでいたので、１週間に一冊の

ペースで読み終わりました。 U.S. History も一年でヨーロッパ人が初めてアメリカ大陸に来た時から１９

８０年代までを学んだので、非常に授業ペースは早かったです。 ディスカッションも先生が主体ではな

く、あくまでも生徒が主体で授業を進めていく形でした。そして、ところどころ先生が補足説明などを加

えてくださいました。教科書だけでなく、primary sources, secondary sources、ポスター、音楽など

様々な資料を使って授業を進めていたので、どの内容も大変興味深く学ぶことができました。第２次世界

大戦の授業では、実際戦争を経験したことのある方の息子さんを招き入れ、お話を聞くこともありまし

た。当時の写真や、帽子、日本の旗、書類なども見せていただき、より具体的に学ぶことができまし

た。 クラスはすべて能力別に分かれていました。上級クラスではかなり専門的に学ぶことができます。夕

方には各先生が寮や自宅で Extra Help を提供しているので、質問やわからないことがあったらすぐに助

けを求めることができました。先生のお宅で手作りのお菓子を食べながら勉強したりして、寮ならではの

生活を楽しむことができました。  
 

今後の派遣留学生へのアドバイス 
毎日が勉強やスポーツで非常に忙しいですが、時間を効率的に使ってください。勉強も重要ですが、いろ

いろな人と自分から積極的に関わるのも大切です。１０年後、２０年後に覚えているのはいかに勉強した

かではなく、友達や仲間となにをしたかだと思います。非常に恵まれた環境にいることを忘れず、最大限

に生かしてください。また、長期の休みは可能であれば日本に一時帰国するのではなくアメリカに残って

ホームステイすることをお勧めします。入寮中は大変閉鎖的な環境にいますが、休みのときには他の町に

出かけてみるとまた違ったアメリカが体験できると思います。アメリカの生活をアメリカ人と共に体験で

きる機会は滅多にありません。またホストファミリーの方に日本文化を知っていただくいい機会でもあり

ます。私は持っていった浴衣をホストファミリーの方に着せてあげたり、日本食を作ってあげたりして非

常に喜んでいただきました。 
以上 

 


